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論 文 内 容 の 要 旨

申請者の研究は保型形式とそれから作られるア-ベル多様体との関係についての整数論的考察を主とす

る.複素上半面Hの解析的自己同型群の不連続部分群Tに対し,HのTによる商空間 H/Tをコンパクト

化することにより代数曲線Cが得られ,さらにそのヤコビ多数体Jを考えることができる｡Tが総実な代

数体上の4元数環より得られる場合には,CあるいはJが代数幾何学的さらに整数論的考察に値する種々

の性質をもつことが志村五郎氏により示されており,その故にCは志村曲線と呼ばれている｡特に,この

ときIlについてある種の不変性をもつH上の正則函数 f (重さ2の尖点形式と呼ばれる)に対し,ヤコビ

多様体Jの成分として,ア-ベ多様体 Afが定義されている｡

申請者は,主論文において,失点形式fがCM型の-ッケ指標に対応することとAfが虚数乗法をもつ

ことが本質的には同値であることを示した｡即ち,

定理A.(K,¢)をCM型,(K′,¢′)をその reflex,)を (K,¢)型の-ッケ指標とすると, fが1

に対応するならば,Afは (K′,¢′)型の虚数乗法をもつ7-ベル多様体の積に isogenyである｡

定理B.Afが虚数乗法をもつ部分ア-ベル多様体をもてば Afが虚数乗法をもち, さらにあるCM型

(K,¢)の-ッケ指標)があって, fはlに対応する｡

以上より,FをKの最大実部分体として,F上定義された (K′,¢′)型単純ア-ベル多様体Aから出発

して;A- Aのゼータ函数-1のL函数- f- Afと進めば AfはAとF上 isogenyとなる.

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

申請者の主論文において得た結果は志村五郎氏が1971年に発表された結果 〔Onellipticcurveswith

complexmultiplicationasfactorsofthejacobiansofmodularfunction丘elds,NagoyaMath.∫.

γol43199-208〕の自然な拡張と考えられ,この方面における1つの著しい貢献と評価できる｡一般に,

尖点形式にはメラン変換によってあるディリクレ級数が対応する｡一方代数体上定義されたア-ベル多様
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体には-ッ七一ヴェイ-のゼータ函数と呼ばれるディリクレ級数が対応する｡この2種類のディリクレ級

数の間には,種々の特別な場合に,密接な関係があることが知られている｡この関係を解明することは,

現在の整数論の主要問題の1つと考えられている｡申請者の結果は,虚数乗法をもつ場合に, fと Afの

関係を解明したもので,上記の大きな目標に沿って確かな進展をもたらしている｡また申請者の2つの参

考論文は,やや異った状況の下で,やはり,保型形式の整数論的考察を行ったもので,いづれもよくまと

まった成果を得ている｡以上いづれも ｢一般化｣の方向で得られた結果であるが,その一般化はいづれも

技術的に自明なものでなく,各段階に於て,広い視野の下での工夫を要している｡

よって,本論文は理学博士の学位論文としての価値あるものと認められる｡
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